
大 ま か な 事 業 イ メ ー ジ を つ く る た め の 意 見 交 換 会  

ス テ ッ プ ４  

▲ 第 １ 回 座 談 会 （ 交 通 安 全 部 会 の 様 子 ） 

ス テ ッ プ ３  

ス テ ッ プ ２  

ス テ ッ プ １  

で き る 限 り 多 く の 方 と 意 見 交 換 を 行 い 、 事 業 実 施 に 向 け た 調 整 や 連 携 を 図 る 。  

理 事 会 に て 事 業 計 画 ・ 予 算 等 を 検 討 し 、 総 会 に て 決 定  

各 部 会 を 中 心 に 、 地 域 の 皆 さ ん と 事 業 を 実 施  

 

 

 

 

 

 

平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 ８ 日 の 設 立 総 会 以 後 、理 事 会

を 中 心 に 、今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル づ く り や 座 談 会 開

催 準 備 等 、平 成 ２ ６ 年 度 の 事 業 計 画 作 成 に 向 け た

検 討 を 行 い ま し た 。  

理 事・ま ち づ く り 委 員 と で 実 施 し た 第 １ 回 座 談

会 （ １ 月 １ ８ 日 ） で は 、 今 後 取 り 組 む 事 業 の ア イ

デ ア 出 し を し ま し た 。“ で き る こ と ”“身 近 な こ と ”

か ら 実 施 し 、少 し ず つ 活 動 を 広 げ ら れ る よ う 組 織

づ く り を し て い き ま す 。  

 

 

 

今 年 度 は 、 平 成 ２ ６ 年 度 に 実 施 す る 事 業 の 検 討 ・ 準 備 を 行 い ま す 。  

 

          

理 事 ・ ま ち づ く り 委 員 に よ る 座 談 会 の 開 催  

 

 

                        

 

理 事 ・ ま ち づ く り 委 員 ・ 各 地 区 の 区 会 ・ 各 種 団 体 等 と の 座 談 会  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 共 通 の 課 題 や 地 域 連 携 で 取 り 組 む ほ う が 、 効 果 的 ・ 効 率 的 な 活 動 を 検

討 ・ 実 施 し ま す 。  

 

事 業 の 実 施 に 向 け 、 区 会 や ボ ラ ン テ ィ ア 等 で 既 に ご 活 躍 の 皆 さ ん の ご 意 見 を お

聞 き し 、 ま た ご 協 力 を い た だ き な が ら 、 進 め て い き た い と 考 え て い ま す 。  

事事 業業 実実 施施 まま ででのの 流流 れれ   

南南地地域域ままちちづづくくりり   かかわわらら版版   

第 ８ 号  

平 成 2 ６ 年 ２ 月 1 日 発 行  



 

 

 

 

平 成 ２ ６ 年 度 は 、 南 地 域 の ス ロ ー ガ ン を 『 子 ど

も に や さ し い 地 域 づ く り 』と し 、『 防 犯 』 と 『 交

通 安 全 』 を メ イ ン テ ー マ に 事 業 を 実 施 す る こ と と

し 、 １ 月 １ ８ 日 に 開 催 し た 座 談 会 に お い て 、 防 犯

部 会 、 交 通 安 全 部 会 、 広 報 部 会 を 設 置 し ま し た 。  

 

“ 子 ど も に や さ し い ” 地 域 は 、 “ 高 齢 者 や 地 域 の 方 み ん な に や さ し い ” 地 域 に つ な

が る と の 思 い で 、 ス ロ ー ガ ン を 決 め ま し た 。  

 

【 三 役 】  

■ 会  長  三 輪 初 昇（大屋敷） ■ 副 会 長  佐 竹 重 夫（ 秋 田 )  

 ■ 会  計  大 森 英 男（ 豊 田 )  

【 防 犯 部 会 】  

■ 部 会 長  宮 地 弘 信（大屋敷） ■ 副 部 会 長  水 谷 由 美 （ 秋 田 ）  

■ 理  事  安 藤  汀 ・ 山 田 泰 晴（ 秋 田 ） 井 上 正 直（ 豊 田 ） 松 山 章 恵 （ 大 屋 敷 ） 

■ ま ち づ く り 委 員  

（ 秋 田 ）佐 竹 辰 幸 ・ 鈴 木 悦 良 ・ 野 﨑 昌 彦  

（ 豊 田 ）鈴 木  学 ・ 社 本 記 佳 ・ 社本美由紀・ 土 田 章 夫 ・ 村 田 直 樹  

（ 大 屋 敷 ）白 川 力 次 ・ 玉 木 國 夫 ・ 宮 地  勇 ・ 宮 地 孝 之   

【 交 通 安 全 部 会 】  

■ 部 会 長  石 田 俊 彦 （ 秋 田 )   ■ 副 部 会 長  江 口 美 幸 （ 豊 田 )  

■ 理  事  土 田 康 雄 ・  松 岡 元 治 （ 豊 田 )丹 羽 滋 隆 ・  三 輪 幾 子 （ 大 屋 敷 ) 

■ ま ち づ く り 委 員  

（ 秋 田 ）古 池  要 ・ 佐 藤  潤 ・ 鈴 木 清 七 ・ 滝 岡 秀 紀 ・ 平 林 淳 志   

（ 豊 田 ）社 本 泰 平 ・ 中原冨士雄・ 藤 田 茂 忠   

（ 大 屋 敷 ）小 林 捷 子 ・ 前 田 利 彦 ・ 宮 地 次 郎 ・ 山 口 博 司 ・ 丹 羽 秀 文  

【 広 報 部 会 】  

■ 部 会 長  宮 川  勉 （ 豊 田 ）  ■ 副 部 会 長  野 田 秋 光 （ 大 屋 敷 ）  

■ 理  事  暮 石 晴 光 （ 秋 田 )  

■ ま ち づ く り 委 員  佐 竹 金 政 （ 秋 田 ）大 森  明（ 豊 田 ） 

※ 規 約 に よ り 、 部 会 長 は 理 事 、 副 部 会 長 は ま ち づ く り 委 員 よ り 選 出 し て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行 者  大 口 町 南 地 域 自 治 組 織   協 力  大 口 町 町 民 安 全 課 （ ☎ 9 5 - 1 1 1 1 ）  

事事 業業 部部 会会 がが 立立 ちち 上上 がが りり まま しし たた ！！

～ 大 口 町 ま ち づ く り 協 働 フ ォ ー ラ ム ２ ０ １ ４ ～  

本 年 度 は 、地 域 自 治 組 織 設 立 記 念 と し て 、四 日 市 大 学 総 合 政 策 学 部 教 授  岩

崎 恭 典 氏 よ り “ 地 域 自 治 で ま ち づ く り を 進 め る 必 要 性 ” と “ 今 後 の 可 能 性 ”

に つ い て お 話 い た だ き ま す 。 ぜ ひ 、 ご 参 加 く だ さ い 。  

日 時  ３ 月 １ 日 （ 土 ） 午 後 １ 時 か ら ４ 時 ３ ０ 分   場 所  町 民 会 館 ホ ー ル  

主 催  大 口 町 南 地 域 自 治 組 織 ・ 中 地 域 自 治 組 織 ・ 北 地 域 自 治 組 織  

   大 口 町 Ｎ Ｐ Ｏ 登 録 団 体 町 民 活 動 ま か せ て ネ ッ ト ／ 大 口 町  


